
 

 

 

 

資源有効利用促進法に基づく自主回収及び再資源化の各事業者等による

実施状況の公表について 

 

 

 資源有効利用促進法（資源の有効な利用の促進に関する法律（平成３年法律第４８号））に

基づき、事業系パソコンについては製造及び輸入販売事業者に対して、小形二次電池（ニカ

ド蓄電池、ニッケル水素蓄電池、リチウム蓄電池、密閉形鉛蓄電池）については電池の製造

及び輸入販売事業者並びに電池使用機器の製造及び輸入販売事業者に対して、平成１３年４

月から自主回収及び再資源化が義務づけられています。また、家庭系パソコンについても、

平成１５年１０月から製造及び輸入販売事業者に対して自主回収及び再資源化が義務づけら

れています。 

 これらの製品に係る令和５年度の自主回収・再資源化の実施状況について、別紙１及び別

紙２のとおり公表します。 

なお、各事業者等の自主回収及び再資源化の実施状況については、各事業者及び関係団体

等により、ウェブサイト等を通じて公表されています。 
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１．パソコン（事業系と家庭系の合計） 

（１）自主回収実績 

①令和５年度実績 

製品区分 回収重量(t) 回収台数(台) 

デスクトップパソコン 
443 

(456) 

49,372 

(49,060) 

ノートブックパソコン 
447 

(451) 

160,793 

(165,721) 

ブラウン管式表示装置 
85 

(91) 

5,233 

(5,574) 

液晶式表示装置 
849 

(621) 

117,383 

(90,373) 

合  計 
1,824 

(1,619) 

332,781 

(310,728) 

※ 表中の上段は令和５年度実績、下段括弧内は令和４年度実績で、それぞれ各事業者（自主

回収及び再資源化の義務のある事業者）の公表実績値を集計した。 

※ 自主回収実績には製品リユースのための回収が含まれる。 

※ 表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

 

 

②回収台数の推移 
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（２）再資源化実績 

①令和５年度実績 

製品区分 処理量(t) 
処理台数

(台) 

再資源化量

(t) 

再資源化率

(%) 

法定目標

(%) 

デスクトップ 

パソコン 

415 

(424) 

46,279 

(45,450) 

341 

(349) 

82.1 

(82.4) 
50 

ノートブック 

パソコン 

421 

(417) 

136,924 

(155,244) 

301 

(295) 

71.6 

(70.8) 
20 

ブラウン管式 

表示装置 

85 

(91) 

5,233 

(5,574) 

64 

(68) 

75.1 

(75.0) 
55 

液晶式表示装置 
830 

(602) 

114,829 

(87,698) 

657 

(480) 

79.2 

(79.8) 
55 

合  計 
1,750 

(1534) 

303,265 

(293,966) 

1,363 

(1,193) 

※ 表中の上段は令和５年度実績、下段括弧内は令和４年度実績で、各事業者（自主回収及び

再資源化の義務のある事業者）の公表実績値を集計した。 

※ 表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

※ 再資源化とは、使用済製品のうち有用なものの全部又は一部を再生資源又は再生部品とし

て利用できる状態にすることをいう。 

 

 

②再資源化率の推移 
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２．事業系パソコン 

（１）自主回収実績 

①令和５年度実績 

製品区分 回収重量(t) 回収台数(台) 

デスクトップパソコン 
208 

(196) 

24,272 

(22,412) 

ノートブックパソコン 
149 

(158) 

51,904 

(56,611) 

ブラウン管式表示装置 
9 

(9) 

5,233 

(587) 

液晶式表示装置 
155 

(154) 

31,557 

(26,562) 

合  計 
520 

(518) 

112,966 

(106,172) 

※ 表中の上段は令和５年度実績、下段括弧内は令和４年度実績で、それぞれ各事業者（自

主回収及び再資源化の義務のある事業者）の公表実績値を集計した。 

※ 自主回収実績には製品リユースのための回収が含まれる。 

※ 表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

 

 

②回収台数の推移 
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（２）再資源化実績 

製品区分 処理量(t) 処理台数(台) 再資源化量(t) 

デスクトップパソコン 
191 

(180) 

22,179 

(20,302) 

162 

(154) 

ノートブックパソコン 
133 

(139) 

46,579 

(49,634) 

105 

(106) 

ブラウン管式表示装置 
9 

(9) 

570 

(587) 

8 

(7) 

液晶式表示装置 
144 

(136) 

29,803 

(23,887) 

121 

(114) 

合  計 
477 

(463) 

99,131 

(94,410) 

396 

(381) 

※ 表中の上段は令和５年度実績、下段括弧内は令和４年度実績で、それぞれ各事業者（自

主回収及び再資源化の義務のある事業者）の公表実績値を集計した。 

※ 表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

※ 再資源化とは、使用済製品のうち有用なものの全部又は一部を再生資源又は再生部品と

して利用できる状態にすることをいう。 
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参考（一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会集計値） 

（１）自主回収実績 

製品区分 回収重量(t) 回収台数(台) 

デスクトップパソコン 
41 

(34) 

4,696 

(3,768) 

ノートブックパソコン 
23 

(36) 

9,620 

(14,898) 

ブラウン管式表示装置 
5 

(4) 

272 

(234) 

液晶式表示装置 
52 

(57) 

7,196 

(8,052) 

合  計 
121 

(132) 

21,784 

(26,952) 

※ 表中の数値は、一般財団法人パソコン３Ｒ推進協会会員等４８社による、義務者不存在のパ

ソコンを含む回収実績の集計値である。 

※ 表中の上段は令和５年度実績で、下段括弧内は令和４年度実績である。 

※ 自主回収実績には製品リユースのための回収が含まれる。 

※ 表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

※ 数値が大きく減少しているのは日本電気株式会社の退会による影響。 

（２）再資源化実績 

製品区分 処理量(t) 
処理台数

(台) 

再資源化量

(t) 

再資源化率

(%) 

法定目標

(%) 

デスクトップ 

パソコン 

32 

(29) 

3,603 

(3,158) 

24 

(22) 

76.5 

(76.6) 
50 

ノートブック 

パソコン 

14 

(25) 

6,795  

(11,421) 

8 

(17) 

55.3 

(69.4) 
20 

ブラウン管式 

表示装置 

5 

(4) 

272 

(234) 

4 

(3) 

76.6 

(76.4) 
55 

液晶式表示装置 
44 

(45) 

6,242 

(6,377) 

30 

(33) 

68.0 

(73.9) 
55 

合  計 
94 

(102) 

16,912 

(21,190) 

66 

(75) 

※ 表中の数値は、一般財団法人パソコン３Ｒ推進協会会員等４８社による、義務者不存在のパ

ソコンを含む再資源化実績の集計値である。 

※ 表中の上段は令和５年度実績で、下段括弧内は令和４年度実績である。 

※ 表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

※ 再資源化とは、使用済製品のうち有用なものの全部又は一部を再生資源又は再生部品として

利用できる状態にすることをいう。 
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３．家庭系パソコン 

（１）自主回収実績 

①令和５年度実績 

製品区分 回収重量(t) 回収台数(台) 

デスクトップパソコン 
235 

(260) 

25,100 

(26,648) 

ノートブックパソコン 
298 

(293) 

108,889 

(109,110) 

ブラウン管式表示装置 
76 

(82) 

4,663 

(4,987) 

液晶式表示装置 
695 

(467) 

85,826 

(63,811) 

合  計 
1,304 

(1,101) 

224,478 

(204,556) 

※ 表中の上段は令和５年度実績、下段括弧内は令和４年度実績で、それぞれ各事業者（自

主回収及び再資源化の義務のある事業者）の公表実績値を集計した。 

※ 自主回収実績には製品リユースのための回収が含まれる。 

※ 表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

 

 

②回収台数の推移 
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（２）再資源化実績 

製品区分 処理量(t) 処理台数(台) 
再資源化量

(t) 

デスクトップパソコン 
199 

(244) 

20,779 

 (25,148) 

159 

(195) 

ノートブックパソコン 
237 

(278) 

87,024 

(105,610) 

159 

(190) 

ブラウン管式表示装置 
65 

(82) 

3,911 

(4,987) 

48 

(61) 

液晶式表示装置 
577 

(467) 

73,759 

(63,811) 

447 

(366) 

合計 
1,078 

(1,071) 

185,473 

(199,556) 

815 

(812) 

※ 表中の上段は令和５年度実績、下段括弧内は令和４年度実績で、それぞれ各事業者（自

主回収及び再資源化の義務のある事業者）の公表実績値を集計した。 

※ 表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

※ 再資源化とは、使用済製品のうち有用なものの全部又は一部を再生資源又は再生部品と

して利用できる状態にすることをいう。 
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参考（一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会集計） 

（１）自主回収実績 

製品区分 回収重量(t) 回収台数(台) 

デスクトップパソコン 
230 

(285) 

23,752 

(29,084) 

ノートブックパソコン 
265 

(314) 

96,994 

(118,295) 

ブラウン管式表示装置 
84 

(107) 

4,937 

(6,306) 

液晶式表示装置 
652 

(696) 

83,613 

(87,419) 

合  計 
1,231 

(1,402) 

209,296 

(241,104) 

※ 表中の数値は、一般財団法人パソコン３Ｒ推進協会会員等４８社による、義務者不存在の

パソコンを含む回収実績の集計値である。 

※ 表中の上段は令和５年度実績で、下段括弧内は令和４年度実績である。 

※ 自主回収実績には製品リユースのための回収が含まれる。 

※ 表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

 

（２）再資源化実績 

製品区分 処理量(t) 
処理台数

(台) 

再資源化量

(t) 

再資源化率

(%) 

法定目標

(%) 

デスクトップ 

パソコン 

219 

(269) 

22,752 

(27,584) 

176 

(215) 

80.1 

(80.0) 
50 

ノートブック 

パソコン 

254 

(300) 

94,494 

(114,795) 

170 

(203) 

67.0 

(67.8) 
20 

ブラウン乾式 

表示装置 

84 

(107) 

4,937 

(6,306) 

63 

(80) 

75.3 

(75.1) 
55 

液晶式表示装置 
642 

(683) 

82,813 

(86,419) 

495 

(539) 

77.1 

(78.9) 
55 

合計 
1,200 

(1,359) 

204,996 

(235,104) 

904 

(1,037) 

 

※ 表中の数値は、一般財団法人パソコン３Ｒ推進協会会員等４８社による、義務者不存在の

パソコンを含む再資源化実績の集計値である。 

※ 表中の上段は令和５年度実績で、下段括弧内は令和４年度実績である。 

※ 表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

※ 再資源化とは、使用済製品のうち有用なものの全部又は一部を再生資源又は再生部品とし

て利用できる状態にすることをいう。 
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（参考）業界団体及び事業者のウェブサイト 

一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会 https://www.pc3r.jp/ 

富士通株式会社 https://www.fujitsu.com/jp/ 
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小形二次電池 

（１）自主回収実績 

①令和５年度実績 

製品区分 重量(t) 

ニカド蓄電池 
808 

(797) 

ニッケル水素蓄電池 
339 

(317) 

リチウム蓄電池 
725 

(701) 

密閉形鉛蓄電池 
540 

(757) 

合計 
2,412 

(2,572) 

※ 表中の上段は令和５年度実績、下段括弧内は令和４年度実績で、それぞれ一般社団法人

ＪＢＲＣ、一般社団法人電池工業会及び一般社団法人電気通信事業者協会・一般社団法

人情報通信ネットワーク産業協会（モバイル・リサイクル・ネットワーク）の公表実績

値を集計した。 

※ 表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

 

 

②回収重量の推移 
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（２）再資源化実績 

①令和５年度実績 

製品区分 
処理量 

(t) 

再資源化量

(t) 

再資源化率

(%) 

法定目標

(%) 

ニカド蓄電池 
727 

(717) 

556 

(548) 

76.4 

(76.3) 
60 

ニッケル水素蓄電池 
306 

(286) 

234 

(219) 

76.6 

(76.6) 
55 

リチウム蓄電池 
564 

(534) 

343 

(319) 

60.8 

(59.6) 
30 

密閉形鉛蓄電池 
540 

(757) 

270 

(379) 

50.0 

(50.1) 
50 

合計 
2,137 

(2,294) 

1,402 

(1,464) 

※ 表中の上段は令和５年度実績、下段括弧内は令和４年度実績で、それぞれ一般社団法人

ＪＢＲＣ、一般社団法人電池工業会及び一般社団法人電気通信事業者協会・一般社団法

人情報通信ネットワーク産業協会（モバイル・リサイクル・ネットワーク）の公表実績

値を集計した。 

※ 表中の数字は四捨五入のため、合計等は必ずしも一致しない。 

※ 再資源化とは、使用済製品のうち有用なものの全部又は一部を再生資源又は再生部品と

して利用できる状態にすることをいう。 

 

②再資源化率の推移 

 

 

 

 

 

（参考）各事業者団体のウェブサイト 

一般社団法人ＪＢＲＣ https://www.jbrc.com/ 

一般社団法人電池工業会 http://www.baj.or.jp/ 

一般社団法人電気通信事業者協会 https://www.tca.or.jp/ 

一般社団法人情報通信ネットワーク産業協会 https://www.ciaj.or.jp/ 

 


